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区
長
提
出
議
案

●
平
成
27
年
度
中
野
区
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
次
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
４ 

１
億
５
０
２
８
万
８
千
円
を
追 

加
し
、
予
算
額
は
１
３
８
２
億 

８
８
０
９
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
補
正
予
算
の
内
容

は
、
東
京
都
が
今
年
度
か
ら
新

た
に
実
施
し
て
い
る
「
ゆ
り
か

ご
・
と
う
き
ょ
う
事
業
」
を
活

用
し
て
、
全
妊
婦
を
対
象
と
し

た
面
接
・
相
談
の
実
施
や
支
援

プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
事
業
を
拡
充
す
る
た
め
の
経

費
３
０
２
５
万
５
千
円
を
追
加

計
上
し
、
財
源
の
変
更
に
伴
い
、 

国
庫
支
出
金
及
び
都
支
出
金
の

財
源
更
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
対
策
と
し
て
、
児
童
館
と
併

設
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
に
つ
い
て
、
当
該
児
童
館
を

活
用
し
て
、
そ
の
待
機
児
童
を 

受
け
入
れ
る
た
め
の
経
費
５
５ 

８
万
９
千
円
を
計
上
し
た
も
の

で
す
。
次
に
、
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
の
導
入
に
あ
わ
せ
て
、 

通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号
カ

ー
ド
関
連
事
務
の
一
部
を
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

に
委
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同

機
構
に
対
す
る
平
成
27
年
度
の 

負
担
額
が
確
定
し
た
た
め
、
１ 

億
８
２
３
万
３
千
円
を
追
加
計 

上
し
、
財
源
の
変
更
に
伴
い
、

国
庫
支
出
金
の
財
源
更
正
を
行 

っ
た
も
の
で
す
。
最
後
に
諸
支 

出
金
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
の 

繰
越
金
を
原
資
と
し
て
、
財
政 

調
整
基
金
積
立
金
40
億
６
２
１ 

万
１
千
円
を
追
加
計
上
し
た
も

の
で
す
。

●
中
野
区
事
務
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
通
知
カ
ー
ド
及
び

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に

係
る
事
務
手
数
料
を
定
め
る
と

と
も
に
、
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
条
例
の
施
行
時

期
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
で

す
。

●
中
野
区
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
等
の
条
例

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に

伴
い
、
中
野
区
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
中
野

区
印
鑑
条
例
の
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
の
施

行
時
期
は
、
平
成
28
年
１
月
１

日
で
す
。

●
中
野
区
自
転
車
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

中
野
駅
北
口
西
自
転
車
駐
車

場
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
中

野
新
橋
駅
自
転
車
駐
車
場
及
び

中
野
西
自
転
車
駐
車
場
の
位
置

の
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
条
例
の
施
行
時
期
は
、
平
成

28
年
２
月
１
日
で
、
一
部
は
平

成
27
年
12
月
１
日
及
び
公
布
の

日
で
す
。

●
中
野
区
立
障
害
児
通
所
支
援

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

南
部
障
害
児
通
所
支
援
施
設

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
公
募

に
よ
ら
ず
指
定
管
理
者
の
候
補

者
を
選
定
で
き
る
旨
を
規
定
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
の
施

行
時
期
は
、
平
成
28
年
９
月
１

日
で
、
一
部
は
公
布
の
日
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て西
鷺
宮
保
育
園
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
に
当
た
り
、
議

決
を
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、

指
定
の
期
間
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て打
越
保
育
園
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
に
当
た
り
、
議
決

を
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
指

定
の
期
間
は
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
２
年
間
で
す
。

●
中
野
区
長
等
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

の
改
正
に
伴
い
、
引
用
す
る
法

律
の
条
項
に
つ
い
て
、
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の

条
例
の
施
行
時
期
は
、
平
成
27

年
10
月
１
日
で
す
。

●
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
買
入
れ
に

つ
い
て

財
産
の
取
得
に
当
た
り
、
議

決
を
し
た
も
の
で
す
。
取
得
す 

る
財
産
は
、
区
立
小
学
校
の
通 

学
路
に
お
け
る
防
犯
用
の
カ
メ 

ラ
65
台
、
デ
ジ
タ
ル
記
録
装
置 

65
台
、
格
納
箱
65
台
、
パ
ー
ソ 

ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１
台
で
、 

金
額
は
、
１
９
９
５
万
８
４
０ 

０
円
で
す
。

●
中
野
区
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
個
人
番
号
の
利
用

範
囲
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
の
施

行
時
期
は
、
平
成
28
年
１
月
１

日
で
、
一
部
は
同
法
附
則
第
１

条
第
５
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
で
す
。

議
員
提
出
議
案

●
決
議

前
副
区
長
（
英

は
な
ぶ
さ直
彦
氏
）
に

対
す
る
感
謝
状
贈
呈
に
関
し
て

決
議
し
た
も
の
で
す
。

●
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

第
26
回
東
京
都
道
路
整
備
事

業
推
進
大
会
に
議
員
を
派
遣
す

る
も
の
で
す
。

●
意
見
書
（
１
件
）

（
内
容
は
次
項
に
掲
載
）

議

案

に

対
す
る
討
論

議

案

に

対
す
る
討
論

　

議
案
の
審
議
に
あ
た
り
、
次

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

 

中
野
区
個
人
番
号
の
利
用 

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提 

供
に
関
す
る
条
例

◆
反
対
討
論

　

羽
鳥　

だ
い
す
け 

（
共
産
）

　

む
と
う　

有
子 

（
無
所
属
）

　
　
　

 

（
審
議
結
果　

可
決
）

第３回
定例会

可
決
し
た

議

案

第３回
定例会

可
決
し
た

意
見
書

住
民
福
祉
の
増
進
等
に
責
任

を
負
う
地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
地
方
が
そ
の
責
任
と
権
限

に
応
じ
た
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
、
地
方
税
財
源
の
拡
充
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
国
は
、
平
成
26
年

度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
地
方

法
人
特
別
税
・
地
方
法
人
特
別

譲
与
税
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ

り
、
地
方
自
治
体
間
の
財
政
力

格
差
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
の

理
由
か
ら
、
地
方
の
貴
重
な
自

主
財
源
で
あ
る
法
人
住
民
税
の

国
税
化
を
新
た
に
導
入
し
た
。

ま
た
、
消
費
税
率
の
10
パ
ー
セ

ン
ト
へ
の
引
上
げ
時
に
は
、
こ

れ
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
と
し

た
。６

月
末
に
決
定
さ
れ
た
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
１
５
」
に
お
い
て
も
、

「
地
方
の
税
収
増
が
見
込
ま
れ

る
中
、
『
税
制
抜
本
改
革
法
』

を
踏
ま
え
、
地
域
間
の
税
源
の

偏
在
を
是
正
す
る
方
策
を
講
ず

る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
法
人
住

民
税
の
国
税
化
の
更
な
る
拡
大

や
他
の
不
合
理
な
偏
在
是
正
措

置
の
導
入
が
危き

惧ぐ

さ
れ
る
。
こ

う
し
た
措
置
は
、
地
方
税
財
源

の
拡
充
に
つ
な
が
ら
ず
、
地
方

の
自
立
そ
の
も
の
を
妨
げ
、
地

方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も

の
で
あ
る
。

中
野
区
に
は
、
住
民
の
暮
ら

し
や
企
業
活
動
を
支
え
る
た
め
、

子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
や

福
祉
・
医
療
の
充
実
な
ど
は
も

と
よ
り
、
高
度
成
長
期
に
全
国

に
先
駆
け
て
建
設
さ
れ
た
公
共

施
設
の
維
持
・
更
新
、
防
災
力

の
強
化
な
ど
、
大
都
市
特
有
の

膨
大
な
財
政
需
要
が
存
在
し
て

お
り
、
税
収
増
の
み
に
着
目
し

て
、
財
政
的
に
富
裕
で
あ
る
と

断
ず
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

地
方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ

て
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
需

要
に
見
合
う
財
源
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
り
、
地
方
財
政
が
抱

え
る
巨
額
の
財
源
不
足
と
い
う

問
題
は
、
限
ら
れ
た
地
方
税
財

源
の
中
で
の
財
源
調
整
で
は
根

本
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
地
方

税
の
根
本
原
則
を
ゆ
が
め
る
地

方
法
人
特
別
税
・
地
方
法
人
特

別
譲
与
税
と
法
人
住
民
税
の
国

税
化
を
直
ち
に
撤
廃
し
て
地
方

税
と
し
て
復
元
す
る
と
と
も
に
、

不
合
理
な
偏
在
是
正
措
置
を
新

た
に
導
入
す
る
こ
と
な
く
、
地

方
が
担
う
権
限
と
責
任
に
見
合

う
地
方
税
財
源
の
拡
充
と
い
う

本
質
的
な
問
題
に
取
り
組
む
よ

う
強
く
要
請
す
る
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
担
当
大
臣
、
経
済
財
政

政
策
担
当
大
臣
、
地
方
創
生
担

当
大
臣
あ
て
〉

◆ 

地
方
税
財
源
の
拡
充

に
関
す
る
意
見
書

常
任
委
員
会
視
察
報
告
①

　
区
民
委
員
会

　10月22日（木）から23日（金）に、新潟県糸魚川市
の「見える化による収納率向上」についてと金沢市の
「金沢市再生可能エネルギー導入プラン」について視察
を行いました。写真は金沢市での様子です。

常
任
委
員
会
視
察
報
告
②

　
厚
生
委
員
会

　10月20日（火）から21日（水）に、四日市市の「地
域包括ケアシステム構築」についてと大府市の「大府健
康長寿サポート事業」について視察しました。写真は四
日市市での様子です。


